
 

 
  
                                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

小学校 6 年 
国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 

正答数 正答率 正答数 正答率 正答数 正答率 正答数 正答率 
２８年度本市平均 10.4／15 問 70 5.6／10 問 56 12.1／16 問 76 5.8／13 問 45 
２８年度全国平均 10.9／15 問 73 5.8／10 問 58 12.4／16 問 78 6.1／13 問 47 

全国平均正答率に対する割合 96％ 96% 98% 95% 

２７年度本市平均 9.4／14 問 67 5.6／9 問 62 11.7／16 問 73 5.7／13 問 44 
２７年度全国平均 9.8／14 問 70 5.9／9 問 65 12.0／16 問 75 5.9／13 問 45 

全国平均正答率に対する割合 96% 95% 98% 97% 

２６年度本市平均 10.4／15 問 69 5.3／10 問 53 13.0／17 問 76 7.2／13 問 55 

２６年度全国平均 10.9／15 問 73 5.5／10 問 56 13.3／17 問 78 7.6／13 問 58 
全国平均正答率に対する割合 95% 95% 98% 95% 

２５年度本市平均 10.9／18 問 60 4.6／10 問 46 14.2／19 問 75 7.3／13 問 57 
２５年度全国平均 11.3／18 問 63 4.9／10 問 49 14.7／19 問 77 7.7／13 問 58 

全国平均正答率に対する割合 96% 94% 97% 97% 

中学校 3 年 
国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

正答数 正答率 正答数 正答率 正答数 正答率 正答数 正答率 

２８年度本市平均 24.3／33 問 74 5.8／9 問 64 21.2／36 問 59 6.1／15 問 41 
２８年度全国平均 25.0／33 問 76 6.0／9 問 67 22.4／36 問 62 6.6／15 問 44 

全国平均正答率に対する割合 97% 96% 95% 93% 

２７年度本市平均 24.4／33 問 74 5.7／9 問 63 22.2／36 問 62 5.7／15 問 38 

２７年度全国平均 25.0／33 問 76 5.9／9 問 66 23.2／36 問 64 6.2／15 問 42 
全国平均正答率に対する割合 98% 96% 96% 91% 

２６年度本市平均 24.7／32 問 77 4.3／9 問 48 22.5／36 問 62 8.2／15 問 54 
２６年度全国平均 25.4／32 問 79 4.6／9 問 51 24.3／36 問 67 9.0／15 問 60 

全国平均正答率に対する割合 97% 93% 93% 91% 

２５年度本市平均 23.9／32 問 75 5.9／9 問 65 21.7／36 問 60 6.1／16 問 38 

２５年度全国平均 24.4／32 問 76 6.1／9 問 67 22.9／36 問 64 6.6／16 問 42 

全国平均正答率に対する割合 98% 96% 95% 92% 

各教科の状況 

                                     －本年度の調査結果から－  

「北九州スタンダードカリキュラム」・「授業改善ハンドブック」・「指導と評価ハンドブック」・「家庭学習チャレンジハンドブック」・ 
「ＷＥＢ問題（チャレンジシート）」・「活用する力を高めるワーク」・「音読暗唱ブックひまわり」・「英語大好き音読暗唱ＢＯＯＫ Rainbow」・「人権教育教材集『新版 いのち』」・「北九州道徳郷土資料」 

・「学校生活スタートブック なかよし」・「授業づくりＤＶＤ」・ 

 

【柱１】全校体制でのＰＤＣＡサイクルの確立 【柱２】指導力向上のための日々の継続的な取組 

（学力・体力向上） －２１世紀を生きる子どもたちのために－ 平成２８年度～平成３０年度 

【柱３】学力定着に向けた協働的な取組 

○ ＰＤＣＡサイクルに基づく学校の組織的な取組の推進 

・各学校における全校体制の確立 

・学力調査等の実施と児童生徒への指導の充実 

・調査結果等に基づく「スクールプラン」の策定・実施・検証・改善 

〈教育委員会の支援〉 

・学力向上学校訪問の充実  ・学力向上講習会の充実 

・教育センター研修の充実  ・シンポジウム・懇談会等の開催 

・「北九州市学力向上だより」による情報提供 

○ 学力・体力向上策をつなぐ教育委員会の体制の確立 

○ よい授業イメージの共有と授業を「行う・見る・語り合う・振り返る」活動の日々継続的な実践 
・全員研修会及び学校大好きオンリーワン校の公開授業の活用 
・動画を活用したWebによる研修の活用        
・「『わかる授業』づくり５つのポイント」のリーフレット及び点検シートの活用 
・「教師のしおり」の活用   
・総合的な学習の時間，特別活動，道徳教育の充実やアクティブ・ラーニング等を推進するための資料等の活用 
・授業力向上ステップアップ事業の実施 
（学力向上推進教員の配置・派遣，評価問題の改善・充実，校内研修の改善・充実） 

・教育研究論文の部門等の見直し ・授業づくり共同研究の見直し 
○ 教育活動の一層の充実のための取組の推進 
・学校図書館教育の充実 ・ＩＣＴの活用と英語教育の充実 

○ 児童生徒一人一人へのきめ細かな教育の確立 

・学力定着のための学校独自の取組の組織的実施 

・学校との連携等による子どもひまわり学習塾の充実 

・指導方法工夫改善加配教員等の効果的活用のための工夫 

○ 学力向上につながる家庭・地域との連携 

・家庭学習の指導の充実 

・乳幼児期からの望ましい生活習慣づくりなど学びの基盤づくり 

の取組 

○ 確かな学力を育む校種間の連携 

・小中連携の充実  ・保幼小連携の充実 

 児童生徒質問紙から，「学びの育ち」と「心の育ち」に関係の深い質問項目を選

び，子どもたちの質問に対する回答状況を数値化し，指標としています。 

成果と課題（本年度の正答率に見られる顕著な状況） 

 〈成果１〉国語Ａ・Ｂ，数学Ａ・Ｂを合わせた平均正答率は，中学校は改善の兆しが見られる。 
中学校 平成 26年度 94%→ 平成 27年度 95%→ 平成 28年度 96% 

〈成果２〉同じく４つを合わせた平均正答率は，中学校では全国平均正答率を上回る学校が増加傾向にある。 
中学校 平成 26年度 12 校→ 平成 27年度 13 校→ 平成 28年度 14 校 

〈成果３〉小学校国語Ｂは，昨年度と比較すると改善している。 
全国平均正答率に対する割合の増加 平成 27年度 95%→ 平成 28年度 96% 

全国平均正答率より，10ポイント以上低い学校の減少 平成 27年度 26 校→ 平成28 年度 15 校 

全国平均正答率を上回る学校の増加  平成 27年度 39 校→ 平成 28年度 44 校 

〈課題１〉各教科・区分を合わせた平均正答率，小学校では昨年度と比べ，全国平均正答率を上回る学校が減少した。 
小学校 平成 26年度 39 校→ 平成 27年度 44 校→ 平成 28年度 38 校 

〈課題２〉中学校は昨年度と比べて，全国平均正答率より，10ポイント以上低い学校が増加した。 
国語Ａ 平成 26年度  ６校→ 平成 27年度 １校→ 平成 28年度  ３校 

国語Ｂ 平成 26年度 １１校→ 平成 27年度 ２校→ 平成 28年度 １０校 

数学Ａ 平成 26年度 １９校→ 平成 27年度 ８校→ 平成 28年度 １２校 

数学Ｂ 平成 26年度 １７校→ 平成 27年度 ８校→ 平成 28年度 １１校 

〈課題３〉中学校数学は，他の教科・区分に比べて，全国平均正答率が低い状態が続いている。 
数学Ａ 平成 26年度 93%→ 平成 27年度 96%→ 平成 28年度 95% 
数学Ｂ 平成 26年度 91%→ 平成 27年度 91%→ 平成 28年度 93% 


